
き
よ
や
す

ま
ず
と
り
あ
げ
る
丸
井
清
泰
に
つ
い
て
は
、
山
村
道
雄
「
丸
井
清
泰
」
（
日
本
の
精
神
医
学
一
○
○
年
を
築
い
た
人
々
・
第
三
部
）
（
臨
床
精
神
医

学
、
第
一
三
巻
第
九
号
、
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。
丸
井
は
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
三
月
二
七
日
に
神
戸
市
に
う
ま
れ
、
第
四
高
等
学
校

を
へ
て
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
一
二
月
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
（
銀
時
計
拝
受
）
、
青
山
内
科
に
は
い
っ
た
。
東
北
帝
国
大
学

医
学
専
門
部
の
精
神
病
学
担
当
教
授
候
補
を
推
薦
す
る
力
は
精
神
病
学
の
呉
教
授
に
は
な
く
、
青
山
胤
通
は
教
室
員
の
馬
場
辰
二
（
一
九
一
四

（
喝
）

年
卒
業
）
を
お
し
た
が
、
馬
場
は
そ
れ
を
こ
と
わ
っ
た
。
か
わ
っ
て
候
補
と
な
っ
た
の
が
丸
井
で
あ
る
。
丸
井
は
東
京
府
巣
鴨
病
院
で
精
神
病

学
の
研
修
を
し
て
、
一
九
一
五
年
一
○
月
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
講
師
、
翌
年
三
月
同
医
科
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
東
京
帝
国
大

学
の
精
神
病
学
教
室
を
見
学
し
て
、
そ
こ
で
研
究
に
従
事
し
た
。

そ
し
て
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
一
○
月
か
ら
満
二
か
年
の
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
て
合
州
国
に
わ
た
っ
た
。
一
九
一
六
年
末
に
だ
さ
れ
た
と

推
察
さ
れ
る
杉
田
の
通
信
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
六
巻
第
六
号
、
一
九
一
七
年
）
に
は
、
「
丸
井
清
泰
氏
精
神
病
学
研
究
の
た
め
渡
米
の
趣
新
聞
紙

そ
の
後
に
合
州
国
に
留
学
し
た
人
の
大
部
分
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
は
じ
め
か
ら
合
州
国
に
留
学
し
た
人
で
あ
る
。

三
．
そ
の
後
の
人
達

１
．
丸
井
清
泰

戦
前
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者
た
ち
（
下
）

ｌ
松
原
三
郎
、
齋
藤
玉
男
、
石
田
昇
ほ
か
Ｉ

羅
轌
嚥
蕊
禅
墳
溌
平
成
六
年
三
月
二
士
一
日
受
付

岡

田

靖

雄
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上
に
て
承
り
候
が
多
分
ボ
ル
チ
モ
ア
の
マ
イ
ヤ
ー
教
授
の
許
へ
で
も
行
か
る
蕊
な
ら
ん
乎
」
と
あ
る
。
合
州
国
な
ら
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
、

と
い
う
当
時
の
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
と
お
り
、
丸
井
は
マ
イ
ャ
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
脳
組
織
学
の
研
究
を
し
た
。
杉
田
の
つ
づ
く

「
費
府
通
信
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
六
巻
第
二
号
、
一
九
一
七
年
）
に
も
、
「
丸
井
氏
当
夏
一
寸
費
府
へ
御
来
遊
有
之
候
一
日
そ
の
御
研
究
の

お
話
な
ど
親
し
く
承
り
申
候
」
と
で
て
い
る
。
合
州
国
に
お
け
る
研
究
成
果
と
し
て
は
『
神
経
学
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
一
号
（
一
九
二
○
年
）

に
の
っ
た
「
中
枢
神
経
炎
。
附
膠
質
細
胞
内
一
新
穎
粒
（
「
ヌ
ク
レ
オ
プ
ロ
テ
イ
ド
」
様
穎
粒
）
二
就
テ
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
は
じ
め
《
《
少
月
三
ぐ
隅

ａ
ｚ
ｇ
３
さ
喝
四
目
屏
胃
冨
胃
ご
》
》
第
二
巻
（
一
九
一
九
年
）
に
の
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
掲
載
誌
を
確
認
で
き
な
か
っ

た
（
こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ネ
ル
ト
核
の
シ
ナ
プ
ス
構
造
、
シ
ナ
プ
ス
構
造
に
た
い
す
る
過
度
活
動
の
効
果
、
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
語
論
文
が
一
九
一
八
年

お
よ
び
一
九
一
九
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
）
。
丸
井
が
膠
質
細
胞
原
形
質
内
に
み
い
だ
し

た
、
一
様
な
大
き
さ
の
、
ち
い
さ
い
球
状
あ
る
い
は
土
塊
状
の
穎
粒
は
チ
オ
ニ
ン
染
色
で
菫
色
ま
た
は
メ
タ
ク
ロ
マ
ー
テ
ィ
シ
・
バ
ゾ
フ
ィ

ー
ル
に
染
色
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
「
丸
井
ぐ
ら
ぬ
ら
」
と
よ
ば
れ
、
こ
の
の
ち
東
北
帝
国
大
学
精
神
病
学
教
室
の
主
要
研
究
対
象
と
な

っ
た
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
マ
イ
ャ
が
と
な
え
た
精
神
生
物
学
は
合
州
国
で
精
神
分
析
学
が
ひ
ろ
く
う
け
い
れ
ら
れ
る
基
盤
を
つ
く
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
丸
井
は
マ
イ
ャ
の
こ
の
学
説
を
留
学
中
に
撤
取
し
、
精
神
分
析
に
つ
い
て
も
研
究
（
お
そ
ら
く
文
献
上
の
）
を
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
（
つ
ま
り
、
そ
の
理
論
は
学
習
し
た
が
、
理
念
と
技
法
と
は
ま
な
ば
な
か
っ
た
）
。

丸
井
は
一
九
一
九
年
七
月
に
帰
朝
し
、
九
月
に
東
北
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
精
神
病
学
講
座
を
担
当
し
た
。
上
記
の
よ
う
に
丸
井

自
身
に
よ
り
ま
た
そ
の
指
導
下
で
脳
組
織
学
の
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た
。
日
本
で
精
神
分
析
学
説
は
、
た
と
え
ば
九
州
帝
国
大
学
の
榊
保
三

郎
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
理
解
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ヤ
の
も
と
で
フ
ロ
イ
ト
全
集
を
通
読
し
て
き
た

丸
井
は
、
講
義
に
精
神
分
析
学
説
を
と
り
い
れ
、
そ
れ
に
よ
る
治
療
を
は
じ
め
、
ま
た
日
本
神
経
学
会
で
も
精
神
分
析
に
つ
き
報
告
し
た
。

そ
れ
に
た
い
し
て
は
、
独
自
の
神
経
質
学
説
を
た
て
そ
の
治
療
法
を
提
唱
し
た
森
田
正
馬
が
は
げ
し
く
批
判
し
、
丸
井
ｌ
森
田
の
論
争
は
一

時
期
日
本
神
経
学
会
の
名
物
だ
っ
た
。
一
九
三
二
年
（
昭
和
二
年
）
か
ら
は
『
東
北
帝
大
精
神
病
学
教
室
業
報
（
精
神
分
析
学
論
叢
こ
も
発
行
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し
だ
し
て
、
一
九
四
三
年
の
第
九
巻
に
い
た
っ
た
。

丸
井
は
一
九
四
四
年
青
森
医
学
専
門
学
校
長
を
併
任
、
一
九
四
七
年
東
北
帝
国
大
学
教
授
を
定
年
退
官
。
の
ち
一
九
四
九
年
に
弘
前
大
学

学
長
に
就
任
、
そ
の
在
職
中
の
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
八
月
一
九
日
に
急
逝
し
た
。
六
七
歳
。

と
こ
ろ
で
丸
井
は
、
一
九
三
三
年
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
学
界
視
察
の
さ
い
に
、
ウ
ィ
ー
ン
で
フ
ロ
イ
ト
門
下
の
フ
ェ
ダ
ー
ン
（
思
匡
目
①
号
昌
）

に
よ
り
教
育
分
析
を
う
け
て
き
た
。
と
は
い
え
、
か
れ
の
自
由
連
想
は
誘
導
的
な
合
い
の
手
を
い
れ
る
も
の
で
、
本
格
的
な
精
神
分
析
を
は

ず
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
疑
問
を
も
っ
た
丸
井
門
下
の
古
澤
平
作
は
丸
井
と
衝
突
し
て
そ
の
も
と
を
と
び
だ
し
、
一
九
三
二
’
一
九
三

。
（
Ｍ
）

三
年
と
ウ
ィ
ー
ン
精
神
分
析
研
究
所
に
留
学
し
た
。
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
精
神
分
析
研
究
は
第
二
次
大
戦
後
に
、
古
澤
お
よ
び
そ
の
門

丸
井
に
つ
い
て
も
う
一
つ
み
の
が
し
て
な
ら
な
い
重
大
な
問
題
点
が
あ
る
。
一
九
四
九
年
八
月
に
お
き
た
弘
前
医
科
大
学
教
授
夫
人
殺
人

事
件
に
つ
き
丸
井
は
犯
人
を
「
精
神
変
質
者
や
残
虐
性
に
と
む
サ
デ
ィ
ス
ト
」
と
推
理
し
て
お
り
、
逮
捕
さ
れ
た
那
須
隆
氏
を
丸
井
は
一
○

分
診
察
し
た
だ
け
で
、
「
内
心
即
ち
無
意
識
界
に
は
残
忍
性
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
的
傾
向
を
包
蔵
し
て
お
り
〔
中
略
〕
被
疑
者
那
須
は
少
く
と
も
、

心
理
学
的
に
み
て
本
件
の
眞
犯
人
で
あ
る
と
の
確
信
に
到
達
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
異
例
の
精
神
鑑
定
害
を
か
い
た
。
懲
役
一
五
年
の
刑

が
確
定
し
た
那
須
氏
が
仮
釈
放
さ
れ
た
の
ち
に
眞
犯
人
が
名
の
り
で
て
、
逮
捕
後
二
七
年
半
で
那
須
氏
に
無
罪
の
再
審
判
決
が
あ
っ
た
。
そ

れ
だ
け
で
な
い
。
丸
井
は
、
古
生
物
学
で
当
時
と
し
て
先
進
的
に
す
ぎ
る
「
異
端
」
説
（
現
在
で
は
公
認
さ
れ
て
い
る
）
を
と
な
え
て
い
た
東

北
帝
国
大
学
教
授
松
本
彦
七
郎
に
つ
き
、
診
察
し
な
い
で
「
変
質
性
精
神
病
殊
二
偏
執
病
」
の
診
断
書
を
か
き
、
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
松

本
は
一
九
三
三
年
に
休
職
処
分
に
な
り
、
二
年
後
に
休
職
満
期
で
退
官
し
た
（
松
本
子
良
「
理
性
と
狂
気
の
挟
間
で
」
、
比
良
子
良
・
仙
台
市
、
一

九
八
五
年
）
。
こ
れ
ら
は
、
丸
井
が
独
断
的
で
偏
見
の
つ
よ
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
し
め
す
も
の
で
、
こ
の
点
が
、
マ
イ
ャ
教
室
で

の
か
れ
の
学
習
に
も
、
そ
の
後
の
精
神
分
析
紹
介
に
も
お
お
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

下
に
よ
り
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

２
．
松
本
高
三
郎
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松
本
高
三
郎
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
壹
三
「
松
本
高
三
郎
」
（
日
本
の
精
神
医
学
一
○
○
年
を
築
い
た
人
々
・
第
三
部
）
（
臨
床
精
神
医
学
、
第
一
三

巻
第
五
号
、
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。
松
本
は
一
八
七
二
年
九
月
九
日
（
明
治
五
年
八
月
七
日
）
に
千
葉
県
多
古
の
、
一
○
数
代
に
お
よ
ぶ
医
家

の
山
口
家
に
う
ま
れ
た
。
第
二
高
等
学
校
（
は
じ
め
文
科
志
望
）
か
ら
第
五
高
等
学
校
に
転
学
。
一
九
○
四
年
（
明
治
三
七
年
）
未
に
東
京
帝
国

大
学
医
科
大
学
を
卒
業
。
翌
年
一
月
精
神
病
学
教
室
に
は
い
り
医
科
大
学
助
手
。
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
師
と
し
て
の
在
職
は
、
一
九
○
五
年

二
月
二
○
日
か
ら
一
九
○
七
年
九
月
一
八
日
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
○
七
年
七
月
に
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
の
松
本
家
の
養
子
と
な
っ
た
。

一
九
○
七
年
（
明
治
四
○
年
）
九
月
一
三
日
千
葉
医
学
専
門
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
、
は
じ
め
て
の
精
神
病
学
専
任
の
教
授
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
文
部
省
か
ら
合
州
国
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
二
年
間
の
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
二
月
一
九
日

に
石
田
昇
（
後
述
）
と
と
も
に
横
浜
を
た
っ
た
。
合
州
国
ボ
ル
チ
モ
ア
市
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
マ
イ
ヤ
教
授
ほ
か
に
つ
き
、
交

感
神
経
に
つ
い
て
の
論
文
を
同
大
学
の
雑
誌
に
発
表
し
た
。
つ
い
で
一
九
一
九
年
三
月
に
イ
ギ
リ
ス
に
わ
た
っ
て
ロ
ン
ド
ン
市
精
神
神
経
病

理
研
究
所
で
印
＆
①
風
の
冨
○
茸
に
つ
き
、
早
発
性
痴
呆
の
病
理
に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
生
殖
器
と
早
発
性
痴
呆
と
の

関
係
に
つ
い
て
二
論
文
を
イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
に
発
表
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
ど
れ
も
確
認
で
き
て
い
な
い
・

ボ
ル
チ
モ
ア
で
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
石
田
が
後
述
の
よ
う
に
一
九
一
八
年
一
二
月
二
一
日
に
同
僚
の
医
師
を
射
殺
す
る
事
件
が
お
こ
っ
た
。

松
本
が
こ
の
事
件
に
関
連
し
て
尽
力
し
た
こ
と
は
、
松
本
の
帰
朝
歓
迎
会
記
事
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
九
巻
第
四
号
、
一
九
二
○
年
）
に
「
松
本

氏
は
滞
米
中
石
田
長
崎
医
専
教
授
の
悲
劇
に
遭
逢
し
石
田
氏
の
た
め
極
力
事
件
の
解
決
の
た
め
尽
痒
せ
ら
れ
た
る
関
係
よ
り
席
上
詳
密
に
其

の
事
件
の
経
過
を
語
ら
れ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
し
こ
の
と
き
の
松
本
談
話
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
松
本
も
こ
の
事
件
に

つ
い
て
の
記
録
は
の
こ
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
帰
朝
歓
迎
会
は
一
九
二
○
年
二
月
一
二
日
な
の
で
、
帰
朝
は
二
月
は
じ
め
か
。

松
本
は
千
葉
医
学
専
門
学
校
の
大
学
昇
格
と
と
も
に
、
一
九
二
三
年
四
月
千
葉
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
四
年
二

月
五
日
に
は
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
学
園
の
拡
張
整
備
に
力
を
い
れ
た
。
学
長
を
一
九
二
九
年
八
月
ま
で
つ
と
め
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）

九
月
退
官
。
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）
七
月
一
○
日
死
去
、
七
九
歳
。
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石
田
昇
に
つ
い
て
は
秋
元
波
留
夫
「
石
田
昇
Ｉ
悲
運
の
精
神
医
学
者
」
（
日
本
の
精
神
医
学
一
○
○
年
を
築
い
た
人
々
・
第
三
部
）
（
臨
床
精
神

医
学
、
第
一
三
巻
第
四
号
、
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。
か
れ
が
お
こ
し
た
殺
人
事
件
に
つ
い
て
は
新
資
料
も
あ
り
、
そ
れ
は
「
留
学
と
精
神
疾
患

Ｉ
歴
史
的
考
察
Ｉ
」
と
し
て
く
つ
に
ま
と
め
た
い
・

石
田
は
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
二
月
二
五
日
仙
台
市
の
医
家
に
う
ま
れ
た
。
第
二
高
等
学
校
在
学
中
か
ら
雄
島
濱
太
郎
の
筆
名
で
短

歌
、
詩
、
小
説
を
発
表
し
て
お
り
、
一
九
○
七
年
に
は
「
短
篇
小
説
集
」
を
出
版
し
た
。
一
九
○
三
年
（
明
治
三
六
年
）
一
二
月
に
東
京
帝
国

大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
、
精
神
病
学
教
室
に
入
局
し
た
。
医
科
大
学
助
手
と
兼
任
の
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
と
し
て
の
在
職
は
、
一
九

○
四
年
四
月
一
日
か
ら
一
九
○
七
年
七
月
二
六
日
と
な
っ
て
い
る
。
ク
レ
ペ
リ
ン
の
精
神
病
学
大
系
は
、
そ
の
も
と
に
ま
な
ん
だ
呉
秀
三
に

よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
か
れ
の
『
精
神
病
学
集
要
」
第
二
版
は
各
論
の
下
巻
が
完
結
せ
ず
、
下
巻
中
の
既
刊
部
分
は
早
発
療
呆

に
は
い
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
呉
は
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
を
全
面
的
に
紹
介
し
き
っ
て
は
い
な
い
。
石
田
が
巣
鴨
病
院
在
職
中
の
一
九
○
六
年

一
○
月
一
五
日
に
だ
し
た
『
新
撰
精
神
病
学
」
は
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
に
よ
る
日
本
で
最
初
の
精
神
病
学
書
で
あ
り
、
版
を
か
さ
ね
る
ご
と
に

改
訂
さ
れ
、
一
九
二
二
年
の
第
九
版
に
い
た
っ
た
。

石
田
は
一
九
○
七
年
七
月
二
六
Ｈ
に
長
崎
医
学
専
門
学
校
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
二
月
一
九
日
づ
け
で
合

州
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
石
田
は
、
前
記
の
よ
う
に
松
本
高
三
郎
と
と
も
に
同
年
一
二
月
一
九
日
に
横
浜
を

た
っ
た
（
石
田
不
在
の
あ
い
だ
の
後
任
と
な
っ
た
の
が
齋
藤
茂
吉
で
あ
る
）
・
石
田
も
ボ
ル
チ
モ
ア
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
ア
ド
ル
フ
・

マ
イ
ャ
の
と
こ
ろ
に
い
っ
た
。
石
田
が
ど
う
い
う
研
究
を
し
た
か
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
一
八
年
六
月
四
日
づ
け
の
米
国
通
信
（
神
経

学
雑
誌
第
一
七
巻
第
一
○
号
、
一
九
一
八
年
）
は
、
シ
カ
ゴ
の
ア
メ
リ
カ
医
学
心
理
学
会
で
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
つ
た
え
て

い
る
。
そ
し
て
一
二
月
二
一
日
に
石
田
は
、
見
学
中
の
病
院
の
婦
長
が
自
分
に
恋
愛
し
て
い
る
の
に
、
同
僚
の
医
員
ウ
ォ
ル
フ
が
同
婦
長
に

松
本
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
合
州
国
留
学
の
特
別
な
影
響
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

３
．
石
田
昇
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植
松
七
九
郎
に
つ
い
て
は
保
崎
秀
夫
「
植
松
七
九
郎
」
（
日
本
の
精
神
医
学
を
築
い
た
人
々
・
第
二
部
）
（
臨
床
精
神
医
学
、
第
一
○
巻
第
八
号
、

一
九
八
一
年
）
お
よ
び
塩
入
円
祐
「
植
松
七
九
郎
Ｉ
老
年
精
神
病
と
老
人
斑
ｌ
」
（
老
年
精
神
医
学
に
貢
献
し
た
人
々
）
（
老
年
精
神
医
学
、
第

（
胴
）

二
巻
第
六
号
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。
植
松
は
一
八
八
八
年
（
明
治
一
二
年
）
二
月
三
日
長
野
県
諏
訪
郡
の
農
家
に
う
ま
れ
、
第
一
高
等
学

校
を
へ
て
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
。
翌
年
よ
り
同
大
学
の
三
浦
内
科
お
よ
び
精
神
病
学
教
室
に
勤
務
。

巣
鴨
病
院
医
員
と
し
て
の
在
職
は
一
九
一
六
年
一
○
月
五
日
か
ら
一
九
一
七
年
九
月
一
二
日
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
一
八
年
に
合
州
国
に
わ
た
っ
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
州
立
精
神
病
院
お
よ
び
ダ
ン
ヴ
ァ
ー
ス
州
立
精
神
病
院
の
病
理
学
研
究
所
に
勤
務

し
、
一
九
二
○
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
州
立
精
神
病
院
病
理
学
研
究
所
主
任
兼
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
医
科
大
学
神
経
病
理
学
講
師
と
な
っ
て
、
主
と
し

て
神
経
病
理
学
（
と
く
に
老
人
斑
）
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
間
の
主
要
な
仕
事
は
、
老
年
精
神
病
の
病
理
に
関
す
る
も
の
で
、
帰
国
後

の
《
弓
冨
旨
巨
昌
巴
ｇ
ｚ
閂
く
○
房
“
且
旨
２
３
一
目
器
閉
隅
》
｝
第
五
七
巻
（
一
九
二
三
年
）
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

執
心
し
て
い
て
自
分
を
不
利
に
み
ち
び
く
と
の
被
害
妄
想
か
ら
、
ピ
ス
ト
ル
で
ウ
ォ
ル
フ
を
射
殺
し
た
。
裁
判
で
は
、
精
神
異
常
は
あ
る
が

責
任
能
力
は
あ
る
と
し
て
、
石
田
は
終
身
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
五
年
間
服
役
し
た
の
ち
病
状
が
悪
化
し
て
、
州
立
精
神
科
病
院
に
う
つ
さ
れ

た
。
そ
の
の
ち
、
よ
く
な
っ
た
ら
ま
た
合
州
国
に
も
ど
っ
て
服
役
す
る
と
の
条
件
で
帰
国
を
ゆ
る
さ
れ
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
一
二

月
二
七
日
に
横
浜
に
つ
き
、
た
だ
ち
に
松
沢
病
院
に
入
院
し
た
。
そ
の
後
の
状
態
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
分
裂
病
で
、
一
九
四
○
年
（
昭
和
一
五
年
）

五
月
三
一
日
肺
結
核
で
死
去
し
た
、
六
四
歳
。

留
学
に
と
も
な
う
精
神
疾
患
に
は
、
異
文
化
と
の
接
触
に
よ
る
急
性
精
神
病
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
帰
国
後
に
は
急
速
に
軽
快
す
る
も
の
で

あ
る
。
石
田
は
ボ
ル
チ
モ
ア
で
一
週
間
ぐ
ら
い
で
下
宿
を
と
り
か
え
て
い
た
と
い
う
。
巣
鴨
病
院
あ
る
い
は
長
崎
で
は
石
田
の
言
動
に
異
常

が
あ
っ
た
こ
と
は
記
録
さ
れ
・
か
た
ら
れ
て
い
な
い
。
留
学
し
て
間
も
な
く
分
裂
病
が
顕
症
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
帰
国
後
も
症
状

が
あ
っ
た
こ
と
は
記
録
さ
れ
・

の
好
転
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

４
．
植
松
七
九
郎
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一
九
二
二
年
（
大
正
二
年
）
五
月
に
帰
国
す
る
と
王
子
脳
病
院
に
勤
務
し
、
同
病
院
付
属
と
も
い
え
る
小
峰
研
究
所
の
理
事
と
な
っ
た
。

一
九
二
三
年
四
月
下
田
光
造
教
授
の
も
と
で
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
神
経
科
の
講
師
と
な
り
、
翌
年
助
教
授
。
一
九
二
六
年
下
田
の
九
州
帝

国
大
学
転
出
に
と
も
な
い
教
授
。
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
退
職
。
そ
の
間
に
一
九
三
○
年
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
第
一
回
国
際
精
神
衛

生
会
議
に
三
宅
鑛
一
と
と
も
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
断
種
法
案
（
一
九
四
○
年
に
国
民
優
生
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
）
に
た
い
し
植
松

は
金
子
準
二
と
と
も
に
反
対
の
論
陣
を
は
っ
た
。
わ
が
国
の
精
神
病
学
者
の
大
勢
は
、
断
種
の
考
え
方
に
は
賛
成
で
、
断
種
法
案
が
具
体
化

し
て
く
る
と
消
極
的
賛
成
の
態
度
を
と
っ
た
。
そ
う
い
う
な
か
で
植
松
お
よ
び
金
子
の
当
初
か
ら
の
反
対
は
異
色
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
合
州

国
は
断
種
法
の
先
進
国
で
あ
っ
た
が
、
植
松
の
断
種
反
対
が
ど
う
い
う
も
の
に
影
響
さ
れ
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

植
松
は
、
昭
和
医
学
専
門
学
校
の
創
立
二
九
二
八
年
）
に
も
協
力
し
て
神
経
科
の
主
宰
者
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
京
市
方
面
事
業
後
援
会

が
一
九
四
○
年
に
開
設
し
た
桜
ケ
丘
保
養
院
（
精
神
科
）
は
慶
応
義
塾
大
学
と
医
務
に
関
す
る
契
約
を
む
す
び
、
植
松
が
そ
の
院
長
を
兼
任
す

る
こ
と
に
な
り
、
一
九
五
七
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
植
松
は
一
九
四
九
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
精
神
病
院
協
会
の
理
事
長
と
な

っ
て
、
一
九
五
三
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
な
く
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
五
月
九
日
で
あ
っ
た
、
七
九
歳
。

一
九
三
二
年
か
ら
年
一
回
内
務
省
主
催
で
公
立
及
代
用
精
神
病
院
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
途
中
か
ら
精
神
病
院
協
会
と
改
称
さ
れ

て
い
た
。
だ
が
、
一
九
三
九
年
の
第
八
回
総
会
で
高
野
六
郎
厚
生
省
予
防
局
長
が
会
長
に
え
ら
ば
れ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
官
主
導

の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
一
九
四
三
年
に
精
神
厚
生
会
に
統
合
さ
れ
、
戦
後
に
活
動
を
停
止
し
て
い
た
。
植
松
・
金
子
の
尽
力
で
で
き
た

日
本
精
神
病
院
協
会
は
、
当
時
の
私
立
精
神
科
病
院
の
大
半
が
加
入
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
○
年
に
成
立
し
た
精
神
衛
生
法
も
、
こ

の
協
会
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
お
お
き
か
っ
た
。

植
松
の
活
動
は
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
流
の
精
神
病
学
者
と
ち
が
っ
て
（
呉
秀
三
と
い
う
大
例
外
は
あ
る
が
）
、
幅
ひ
ろ
い
社
会
的
活
動
も
ふ

（
略
）

く
む
も
の
で
、
金
子
進
二
と
い
う
協
力
者
が
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
合
州
国
留
学
の
影
響
も
お
お
き
か
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

く
む
も
の
で
、
金
子
進
二

５
．
小
峯
茂
之
ほ
か
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去
、
五
八
歳
。

小
峯
茂
之
に
つ
い
て
は
そ
の
略
伝
が
孫
小
峯
和
茂
に
よ
っ
て
東
京
精
神
病
院
協
会
「
東
京
の
私
立
精
神
病
院
史
」
（
牧
野
出
版
・
東
京
、
一
九

七
八
年
）
に
か
か
れ
て
い
る
。
小
峯
は
旧
姓
大
島
、
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
年
）
二
月
二
日
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
に
う
ま
れ
、
済
生
学
舎

を
で
て
、
一
九
○
五
年
二
月
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
。
一
九
○
六
年
三
月
に
王
子
精
神
病
院
（
王
子
脳
病
院
）
に
就
職
、
ま
た
同
年
九

月
か
ら
一
九
○
八
年
二
月
ま
で
東
京
帝
国
大
学
精
神
病
学
選
科
で
研
修
、
途
中
一
九
○
七
年
一
○
月
二
二
日
か
ら
一
九
○
八
年
一
月
二
三
日

と
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
。
一
九
○
七
年
一
○
月
院
主
小
峯
善
次
郎
の
養
女
は
る
と
結
婚
、
小
峯
姓
と
な
っ
た
。
一
九
○
八
年
二
月
王
子
脳

病
院
長
、
一
九
一
四
年
小
峯
善
次
郎
が
死
去
し
、
院
主
兼
院
長
と
な
っ
た
。

小
峯
は
一
九
一
八
年
四
月
一
九
日
に
横
浜
を
た
っ
て
合
州
国
に
留
学
し
た
。
留
学
先
は
杉
田
と
お
な
じ
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
で
、
そ
こ
の
助

教
授
と
な
っ
て
い
た
畑
井
新
喜
司
を
た
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
お
よ
び
畑
井
の
指
導
下
に
、
ダ
イ
コ
ク
ネ
ズ
ミ
脳
の
新

陳
代
謝
に
つ
き
研
究
し
た
。
そ
の
結
果
は
「
比
較
神
経
学
誌
」
の
第
三
○
巻
（
一
九
一
八
年
）
か
ら
第
三
一
巻
二
九
一
九
年
）
に
か
け
て
四
篇

の
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
ま
た
そ
の
内
容
の
一
部
分
は
『
神
経
学
雑
誌
」
第
一
九
巻
第
四
号
（
一
九
二
○
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
小
峯

は
一
九
一
九
年
中
頃
に
帰
国
し
た
。
同
年
九
月
二
五
日
の
東
京
精
神
病
学
会
例
会
で
は
「
北
米
二
於
ケ
ル
ニ
三
ノ
精
神
病
院
ノ
患
者
作
業
状

況
及
ピ
其
製
作
品
供
覧
」
の
報
告
を
し
て
い
る
弓
神
経
学
雑
誌
」
第
一
八
巻
第
二
号
に
の
っ
て
い
る
抄
録
の
題
名
は
「
北
米
二
於
ケ
ル
ニ
三
ノ
精

神
病
院
ノ
患
者
作
業
状
況
」
と
な
っ
て
い
る
）
。
こ
こ
で
小
峯
は
、
合
州
国
に
比
し
て
日
本
の
病
院
作
業
の
設
備
が
と
と
の
っ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
ま
ず
責
任
者
で
あ
る
看
護
長
に
先
進
国
の
作
業
の
現
状
を
視
察
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
王
子
脳
病
院
は
一
九
二
三
年
一
二
月
に
火
災
で
病
棟
を
半
焼
し
た
。
一
九
二
五
年
四
月
二
六
日
に
小
峯
は
そ
こ
に
小
峯
病
院
お

よ
び
小
峰
研
究
所
を
創
設
し
た
。
小
峰
研
究
所
は
比
較
脳
研
究
、
自
殺
研
究
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
小
峯
は
一
九
四
二
年
一
○
月
一
○
日
死

小
峯
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
精
神
病
院
の
実
務
を
研
究
す
る
た
め
一
九
二
○
年
（
大
正
九
年
）
四
月
二
一
日
に
設
立
さ
れ
た
精
神
病
医
協
会

（
呉
秀
三
会
長
）
の
設
立
・
運
営
に
関
与
し
た
。
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
一
○
月
一
五
日
の
日
本
精
神
衛
生
協
会
の
設
立
、
お
よ
び
一
九
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期
間
は
た
し
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
七
年
一
月
か
ら
の
同
協
会
と
一
体
の
精
神
衛
生
学
会
の
名
で
の
啓
蒙
誌
「
脳
』
の
刊
行
に
も
関
与
し
た
。
「
脳
」
は
第
一
五
巻
か
ら
「
精
神

と
科
学
』
と
改
題
し
た
が
、
小
峯
は
一
九
四
三
年
の
第
一
七
巻
第
一
号
ま
で
発
行
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ま
え
の
日
本
精
神
衛
生
協
会
と

は
く
つ
の
公
的
団
体
と
な
っ
た
日
本
精
神
衛
生
協
会
（
会
長
は
ま
え
の
も
の
に
つ
づ
い
て
三
宅
鑛
一
）
に
も
関
与
し
た
。
こ
う
い
っ
た
、
臨
床
面

に
か
ぎ
ら
な
い
幅
ひ
ろ
い
組
織
活
動
が
小
峯
の
生
涯
の
特
色
で
あ
っ
た
。

す
い
つ
の
ぶ
は
る

お
な
じ
こ
ろ
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
に
は
永
坂
源
一
お
よ
び
水
津
信
治
の
二
人
も
留
学
し
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
経
歴
は
充
分
に
は
た
し
か
め

き
れ
ず
に
い
る
が
、
永
坂
は
尾
張
藩
医
で
漢
詩
人
・
書
家
と
し
て
名
の
あ
っ
た
永
坂
周
（
号
石
塚
）
の
息
子
で
、
一
九
一
六
年
大
阪
医
科
大
学

を
卒
業
。
『
神
経
学
雑
誌
』
第
一
六
巻
第
二
号
（
一
九
一
七
年
）
に
の
っ
た
杉
田
の
「
費
府
通
信
」
に
「
永
坂
源
一
氏
先
般
当
地
へ
来
ら
れ
費

府
に
滞
在
せ
ら
れ
度
御
希
望
の
由
に
て
新
学
期
よ
り
普
邑
閏
教
授
の
下
に
て
脳
病
理
学
研
讃
の
併
ら
医
化
学
技
術
講
習
を
う
け
ら
れ
な
ば

如
何
か
と
存
じ
そ
の
旨
御
勧
め
申
上
居
候
」
と
あ
る
が
、
永
坂
が
実
際
に
ど
う
い
う
研
究
を
し
た
か
、
そ
の
成
果
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
永
坂
は
一
九
一
八
年
六
月
一
八
日
帰
国
。
一
九
二
三
年
三
月
一
日
か
ら
一
九
二
四
年
八
月
一
九
日
と
東
京
府
立
松
沢
病
院
医
員

だ
っ
た
。
水
津
は
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
年
）
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
一
九
一
○
年
一
月
一
七
日
か
ら
一
九
二
年
一

一
月
一
六
日
と
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
。
私
宅
監
置
調
査
で
は
一
九
二
年
に
静
岡
県
を
担
当
し
た
。
一
九
二
年
一
二
月
か
ら
朝
鮮
総
督

府
医
院
精
神
科
科
長
。
同
院
で
の
精
神
病
学
教
育
も
担
当
し
て
お
り
、
一
九
二
六
年
同
院
が
医
学
専
門
学
校
に
な
る
に
あ
た
り
教
授
兼
任
。

水
津
は
一
九
一
八
’
一
九
二
○
年
と
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
に
留
学
。
「
比
較
神
経
学
誌
」
第
三
二
巻
第
一
号
（
一
九
二
○
年
）
に
餅
岻
体
発
達
の
比

較
研
究
に
つ
い
て
の
論
文
が
の
っ
て
い
る
。
水
津
は
一
九
三
六
年
朝
鮮
か
ら
日
本
に
も
ど
っ
て
、
そ
の
二
月
三
日
に
防
府
脳
病
院
を
開
設

し
、
戦
後
ま
で
活
躍
し
て
い
た
。

一
九
一
七
年
一
二
月
に
は
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
教
授
野
田
浦
弼
が
合
州
国
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
て
出
発
し
て
い
る
が
、
留
学
先
、
留
学

６
．
村
松
常
雄
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戦
前
に
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病
学
者
は
ほ
か
に
も
い
た
ろ
う
が
、
最
後
に
と
り
あ
げ
る
の
は
村
松
常
雄
で
あ
る
。
村
松
は
第
一
次
世

界
大
戦
も
と
お
く
な
っ
た
時
期
に
合
州
国
留
学
を
え
ら
ん
だ
。
村
松
に
つ
い
て
は
堀
要
「
村
松
常
雄
先
生
を
悼
む
」
（
精
神
医
学
、
第
二
三
巻
第

一
二
号
、
一
九
八
一
年
）
お
よ
び
高
臣
武
史
「
村
松
常
雄
」
（
日
本
の
精
神
医
学
一
○
○
年
を
築
い
た
人
々
・
第
三
部
）
（
臨
床
精
神
医
学
、
第
一
四
巻

第
一
号
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
り
、
ま
た
村
松
常
雄
・
佐
藤
壱
三
（
対
談
）
「
社
会
精
神
医
学
の
先
達
に
き
く
」
（
社
会
精
神
医
学
、
創
刊
準
備
号
、

一
九
七
八
年
、
あ
と
は
「
対
談
」
と
略
記
）
で
村
松
自
身
が
自
分
の
考
え
方
、
研
究
方
向
の
変
遷
を
か
た
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
一
九
七
九
年
に

一
度
そ
の
話
し
を
う
か
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
は
松
沢
病
院
在
職
中
の
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
の
二
文
の
う
ち
で
は
高
臣
が
ア

メ
リ
カ
留
学
と
一
言
か
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
戦
後
の
日
本
精
神
医
学
の
方
向
づ
け
に
あ
た
え
た
村
松
の
影
響
を
か
ん
が
え
る
と
、
村

松
の
足
跡
は
も
っ
と
こ
ま
か
く
た
ど
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
あ
げ
る
の
は
、
ご
く
簡
単
な
素
描
だ
け
で
あ
る
。

村
松
は
一
○
数
代
つ
づ
く
医
家
の
二
男
と
し
て
東
京
日
本
橋
に
一
九
○
○
年
（
明
治
三
三
年
）
四
月
一
二
日
に
う
ま
れ
た
。
第
一
高
等
学
校

を
へ
て
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
。
は
じ
め
は
生
理
学
を
こ
こ
ろ
ざ
し
て
相
談
に
い
っ
た
橋
田
邦

彦
教
授
に
す
す
め
ら
れ
て
、
精
神
病
学
教
室
に
は
い
っ
た
。
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
二
年
と
東
京
府
立
松
沢
病
院
医
員
、
一
九
三
二
年
同

医
長
。
そ
の
間
に
横
手
社
会
衛
生
叢
書
に
『
精
神
衛
生
』
（
金
原
書
店
・
東
京
、
一
九
三
○
年
）
を
か
い
た
（
こ
の
内
容
は
、
い
ま
か
ら
み
る
と
そ

れ
ほ
ど
に
は
新
味
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
）
。

一
九
三
三
年
か
ら
ロ
ク
フ
ェ
ラ
財
団
医
学
研
究
生
と
し
て
文
部
省
在
外
研
究
生
の
資
格
で
合
州
国
に
一
年
半
、
ド
イ
ツ
に
半
年
留
学
し
た
。

合
州
国
が
え
ら
ば
れ
た
経
緯
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
松
原
は
ド
イ
ッ
ヘ
の
足
が
か
り
と
し
て
合
州
国
を
え
ら
び
、
そ
の
後
の
人
た
ち
は
第

一
次
大
戦
の
た
め
に
や
む
を
え
ず
合
州
国
を
え
ら
ん
だ
の
に
た
い
し
、
こ
れ
は
精
神
病
学
者
に
よ
る
は
じ
め
て
の
積
極
的
合
州
国
選
択
で
あ

っ
た
。
ハ
ワ
イ
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
の
精
神
科
病
院
見
学
記
が
そ
れ
ぞ
れ
「
神
経
学
雑
誌
」
に
の
っ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
の
動
き
を
つ
た
え

る
記
事
は
な
い
。
合
州
国
で
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
髄
液
の
蛋
白
質
や
多
発
性
硬
化
症
の
臨
床
・
病
理
な
ど
を
研
究
し
た
。
「
対
談
」
で
は
、

「
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
〔
マ
イ
ャ
の
〕
冒
房
胃
身
ロ
四
目
ｏ
の
考
え
方
を
知
っ
て
、
わ
が
意
を
得
た
も
の
と
思
っ
た
」
、
「
昭
和
八
年
頃
の
ア
メ
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リ
カ
精
神
医
学
を
特
徴
づ
け
た
の
が
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
説
で
、
私
よ
り
一
○
年
か
二
○
年
く
ら
い
年
上
の
教
授
連
の
ほ
と
ん
ど
は
マ

イ
ャ
ー
学
派
で
あ
っ
た
で
す
ね
」
と
か
た
る
。
マ
イ
ャ
学
説
と
の
出
会
い
が
ど
う
い
う
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
か
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
マ

イ
ヤ
に
直
接
に
あ
っ
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
脳
研
究
所
で
病
理
標
本
を
み
た
（
「
対
談
」
）
。

帰
国
は
一
九
三
五
年
八
月
一
九
日
で
あ
っ
た
。
村
松
は
一
九
二
七
年
に
青
木
義
作
と
と
も
に
東
京
市
小
学
校
補
助
学
級
児
童
の
医
学
的
研

究
に
つ
き
発
表
し
て
い
た
（
神
経
学
雑
誌
第
二
七
巻
第
七
号
）
が
、
帰
国
後
の
一
九
三
六
年
五
月
に
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
脳
研
究
室
に
児
童

部
を
開
設
し
て
診
療
に
あ
た
る
な
ど
、
あ
た
ら
し
い
社
会
的
方
向
性
を
も
っ
た
研
究
を
開
拓
し
て
い
っ
た
。
児
童
部
に
は
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ワ
ー
カ
を
一
人
お
い
た
が
、
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
と
し
て
は
日
本
で
最
初
で
あ
っ
た
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
は
聖
路
加
病

院
に
す
で
に
お
か
れ
て
い
た
）
（
「
対
談
」
）
。
一
九
四
○
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
東
京
都
立
松
沢
病
院
副
院
長
で
、
一
九
四
五
年
か
ら
同
悔
ケ
丘

分
院
院
長
を
兼
任
し
た
。
当
時
の
松
沢
病
院
長
は
、
内
村
祐
之
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
教
授
の
兼
任
で
、
村
松
は
戦
中
・
戦
後
の
く
る
し
い

時
期
の
病
院
経
営
、
な
か
で
も
食
糧
確
保
に
苦
労
し
た
。

国
立
国
府
台
病
院
は
、
国
府
台
陸
軍
病
院
（
精
神
科
）
を
ひ
き
つ
い
だ
も
の
で
、
精
神
科
が
半
分
を
し
め
る
総
合
病
院
に
な
っ
て
い
た
。
一

九
四
八
年
四
月
こ
こ
の
院
長
に
な
っ
た
村
松
は
そ
こ
に
「
国
立
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
も
か
け
て
、
研
究
部
と
病
院
部
と
を
そ
こ
に

お
く
こ
と
を
計
画
し
た
。
精
神
科
分
院
は
大
型
の
児
童
病
棟
と
し
て
そ
こ
に
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
を
一
人
お
き
、
一
般
科
に
は
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
一
人
を
お
い
た
。
病
院
の
一
角
に
一
九
五
二
年
に
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
病
院
は
医
務
局
、

精
神
衛
生
研
究
所
は
公
衆
衛
生
局
と
い
う
縦
割
り
を
打
破
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
病
院
・
研
究
所
の
一
体
化
と
い
う
村
松
の
基
本
構
想
は
実

現
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
所
に
は
精
神
科
医
だ
け
で
な
く
、
心
理
学
者
、
社
会
学
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
も
肩
を
な
ら
べ
る

な
ど
、
村
松
の
考
え
方
の
一
部
分
は
い
か
さ
れ
、
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
は
日
本
の
当
時
の
生
物
学
的
主
流
と
は
ち
が
っ
た
、
社
会
的
ｌ
心

理
学
的
方
向
性
の
つ
よ
い
も
の
と
な
っ
た
。

村
松
は
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
名
古
屋
大
学
教
授
を
つ
と
め
、
そ
こ
で
の
研
究
は
社
会
学
者
、
臨
床
心
理
学
者
、
文
化
人
類
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１
．
｜
｜
名
に
つ
い
て
の
ま
と
め

合
州
国
留
学
の
具
体
的
内
容
に
つ
き
ま
っ
た
く
た
し
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
野
田
を
の
ぞ
く
と
、
と
り
あ
げ
た
の
は
二
名
で
あ
る
。
第
一

次
世
界
大
戦
前
に
合
州
国
に
留
学
し
た
の
は
松
原
一
人
で
、
そ
れ
も
は
じ
め
は
ド
イ
ッ
ヘ
い
く
足
が
か
り
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世

界
大
戦
中
か
ら
そ
の
直
後
に
か
け
て
は
九
名
で
、
う
ち
二
名
は
は
じ
め
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
。
大
戦
後
の
留
学
は
一
名
で
あ
る
。
留
学

費
用
は
公
費
（
推
定
を
ふ
く
む
）
が
五
名
で
、
私
費
五
名
、
一
人
は
ロ
ク
フ
ェ
ラ
給
費
で
あ
っ
た
。
主
た
る
つ
い
た
人
も
し
く
は
留
学
先
は
、

ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
が
五
名
で
、
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
四
名
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
二
名
で
あ
る
。
留
学
先
で
の
研
究
主
題
は
、
神
経
病
理
学
．

神
経
組
織
学
・
比
較
神
経
学
が
七
名
、
神
経
化
学
が
二
名
、
不
明
二
名
で
あ
る
（
村
松
の
ば
あ
い
中
心
主
題
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
髄
液
化
学

村
松
が
合
州
国
で
マ
イ
ヤ
の
理
念
と
ど
う
い
う
出
会
い
を
し
た
か
解
明
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
帰
国
後
に
は
そ
の
理

念
の
実
現
に
一
歩
ち
か
づ
い
た
。
そ
し
て
戦
後
に
は
、
マ
イ
ャ
的
な
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
の
理
念
で
あ
っ
た
も
の
を
日
本
の
精
神
科
医
療
の

な
か
で
あ
る
程
度
実
現
さ
せ
、
精
神
科
医
療
の
あ
た
ら
し
い
あ
り
方
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
そ
の
点
で
村
松
は
、
も
っ
と
も
実
り
あ
る
合
州
国

留
学
を
し
て
き
た
精
神
病
学
者
と
い
え
よ
う
。

上
記
の
ほ
か
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
帰
途
な
ど
に
合
州
国
の
関
係
施
設
を
時
間
を
か
け
て
見
学
し
た
と
い
っ
た
人
は
、
何
人
か
い
た
。

学
者
な
ど
と
協
力
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
児
童
精
神
医
学
に
も
お
お
く
の
関
心
が
は
ら
わ
れ
た
。
村
松
が
ね
ら
っ
た
の
は
、
９
房
胃
‐

身
ロ
四
目
Ｃ
Ｏ
風
①
昌
目
○
国
と
冒
匡
匡
昌
の
Ｑ
目
自
画
ｑ
９
頁
８
９
と
で
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
七
一
年
と
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
所

長
。
ま
え
の
『
精
神
衛
生
』
は
、
『
精
神
衛
生
」
（
南
山
堂
・
東
京
、
一
九
五
○
年
）
、
『
新
精
神
衛
生
」
（
高
臣
武
史
と
共
著
、
南
山
堂
・
東
京
、
一

九
七
八
年
）
と
、
内
容
を
完
全
に
あ
ら
た
め
た
著
書
を
同
一
主
題
に
つ
い
て
三
回
か
い
て
、
そ
の
理
念
の
進
展
を
み
せ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九

八
一
年
八
月
三
○
日
死
去
、
八
一
歳
。

四
．
ま
と
め
と
考
察
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松
原
で
あ
る
。

合
州
国
留
学
が
帰
国
後
の
そ
の
人
の
活
動
に
ど
う
影
響
し
た
か
、
分
析
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
は
っ
き
り
し
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、

松
原
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
考
え
方
（
分
類
、
経
過
な
ど
に
つ
き
）
、
丸
井
の
精
神
分
析
学
説
、
村
松
の
９
房
胃
‐
島
国
四
目
の
○
『
話
具
呂
○
コ

お
よ
び
冒
匡
言
島
の
ｏ
冒
冒
騨
曼
９
頁
８
９
、
齋
藤
の
社
会
精
神
医
学
面
の
発
言
、
植
松
、
小
峯
、
村
松
の
精
神
科
医
療
、
精
神
衛
生
の
面
で
の

活
動
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
杉
田
、
村
松
が
と
も
に
児
童
精
神
医
学
の
開
拓
者
と
な
っ
た
こ
と
も
注
目
し
な
く
て
な
る
ま
い
。
た
だ

松
原
の
ば
あ
い
そ
の
特
色
は
帰
国
後
年
が
た
つ
に
つ
れ
て
う
す
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
松
原
は
、
そ
の
臨
床
的
な
見
方
に
影
響
を

あ
た
え
た
と
お
も
わ
れ
る
マ
イ
ャ
の
名
を
表
に
だ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
丸
井
で
は
そ
の
精
神
分
析
学
説
は
、
か
れ
独
自
の
色
の
つ
よ
す
ぎ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
通
じ
て
の
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
の
影
響
は
総
体
と
し
て
は
、
点
在
し

て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
村
松
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
そ
の
特
色
あ
る
理
念
を
あ
る
程
度
実
現
で
き
、
ま
た
そ
れ
が
わ
が
国
の
精
神
科

医
療
・
精
神
医
学
の
あ
り
方
を
転
換
さ
せ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
第
二
次
大
戦
前
に
は
合
州
国
に
留
学
し
た
精
神
病

学
者
が
少
数
で
あ
り
、
戦
後
に
は
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
の
お
お
き
な
波
が
お
し
よ
せ
て
き
た
と
い
う
時
代
風
潮
の
違
い
が
影
響
し
た
の
だ
ろ

を
と
っ
て
神
経
化
学
と
し
た
）
・
現
地
で
臨
床
研
究
を
発
表
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
現
地
で
の
臨
床
研
究
を
の
ち
に
論
文
に
ま
と
め
た
の
は

な
お
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
の
あ
い
だ
に
比
較
的
密
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。
齋
藤
は
帰
国
後
小
峯
の
王

子
脳
病
院
顧
問
を
し
ば
ら
く
つ
と
め
た
。
植
松
も
し
ば
ら
く
王
子
脳
病
院
に
つ
と
め
、
ま
た
小
峰
研
究
所
の
理
事
を
し
た
。
植
松
の
主
要
な

業
績
の
一
つ
は
、
齋
藤
が
だ
し
た
西
ョ
－
ロ
ッ
・
ハ
語
文
の
雑
誌
・
↑
厨
○
吋
届
自
国
一
〕
三
思
己
○
三
⑦
昌
○
‐
亘
○
さ
四
ｓ
葛
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
齋
藤
が

自
由
な
筆
を
ふ
る
っ
た
雑
誌
「
脳
」
は
、
小
峯
が
発
行
人
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
人
は
東
京
帝
国
大
学
医
学

部
精
神
病
学
教
室
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
交
流
は
と
る
に
た
ら
ぬ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
す
こ
し
目
だ
っ
の
で
あ

る
。
齋
藤
の
東
京
神
経
生
物
学
研
究
所
か
ら
は
、
”
《
旨
○
国
９
ｓ
目
一
蔚
邑
（
）
己
の
昌
○
‐
豆
○
さ
廻
国
箸
ゞ
↑
｛
冒
三
①
貝
○
一
○
四
○
匡
目
百
一
且
の
Ｃ
Ｑ
巴
四
》
ゞ

シ
《
’
／
○
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２
．
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ

さ
て
、
合
州
国
で
は
二
名
の
う
ち
五
名
ま
で
が
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
に
つ
い
て
い
る
（
ま
た
一
人
が
マ
イ
ャ
の
考
え
方
に
共
鳴
し
て
い
る
）
。

そ
こ
に
は
、
マ
ィ
ヤ
に
魅
せ
ら
れ
て
そ
こ
に
腰
を
お
ち
つ
け
、
し
か
も
そ
の
仕
事
ぶ
り
、
人
柄
が
マ
イ
ヤ
に
た
か
く
評
価
さ
れ
た
松
原
が
、

日
本
人
の
精
神
病
学
者
を
う
け
い
れ
や
す
く
す
る
基
盤
を
つ
く
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
現
代
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
の
父
と
い
う

べ
き
マ
イ
ヤ
に
つ
い
て
み
て
お
か
な
く
て
な
る
ま
い
。

シ
８
－
ｍ
冒
亀
①
Ｈ
は
一
八
六
六
年
九
月
一
三
日
ス
イ
ス
に
う
ま
れ
、
ツ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
を
卒
業
後
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
ま
な
び
、
シ
閨
Ｃ
ａ
や

］
・
国
・
盲
２
＄
○
口
の
影
響
を
お
お
き
く
う
け
た
。
さ
ら
に
パ
リ
で
］
．
］
・
ロ
①
芯
凰
三
①
に
ま
な
ん
だ
の
ち
、
一
八
九
二
年
合
州
国
に
わ
た
っ
た
。

一
九
○
二
年
か
ら
一
九
○
九
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
州
立
病
院
病
理
学
研
究
所
所
長
、
同
時
に
一
九
○
四
年
か
ら
一
九
○
九
年
ま
で
コ
ー
ネ

ル
大
学
の
教
授
を
つ
と
め
た
。
一
九
一
○
年
に
ボ
ル
チ
モ
ア
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
医
学
部
に
新
設
さ
れ
た
精
神
科
の
教
授
に
就

任
し
、
一
九
一
二
年
に
そ
こ
に
国
呂
昌
弔
冨
弓
の
房
胃
冨
四
日
の
Ｑ
目
。
を
設
立
し
て
そ
れ
を
主
宰
し
た
。
そ
こ
で
は
、
総
合
病
院
の
な
か

で
の
精
神
科
と
い
う
面
と
外
来
治
療
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
を
辞
職
。
一
九
五
○
年
三
月

一
七
日
死
去
、
八
三
歳
。
か
れ
の
研
究
は
脳
の
比
較
解
剖
学
、
脳
の
病
理
解
剖
学
、
器
質
精
神
疾
患
な
ど
が
主
で
あ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
臨

床
精
神
病
理
学
に
転
じ
て
、
「
精
神
生
物
学
言
の
胃
ｇ
宮
○
一
○
喝
）
」
を
と
な
え
た
。

マ
イ
ャ
は
一
九
○
二
年
に
巨
四
曼
酉
詳
閏
印
○
○
房
と
結
婚
し
た
。
松
原
の
文
章
を
な
お
し
て
く
れ
た
人
で
あ
る
。
か
の
じ
ょ
は
夫
の
仕

（
本
文
は
イ
ギ
リ
ス
語
で
、
要
約
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
）
、
《
《
園
与
国
儲
○
号
両
目
○
蚕
○
屈
冒
国
目
碕
さ
己
①
昌
○
‐
亘
巳
○
四
四
）
ゞ
が
発
刊
さ
れ
た
。
い

ず
れ
も
一
、
二
号
で
お
わ
っ
た
も
の
だ
が
、
第
一
の
も
の
の
編
集
者
に
は
植
松
が
は
い
っ
て
い
る
。
の
ち
に
《
團
冒
界
胃
三
画
ｇ
８
ｇ

ｚ
の
貝
○
一
○
四
の
旦
呂
（
）
己
８
ご
を
発
刊
さ
せ
る
齋
藤
の
志
は
、
せ
ま
い
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
自
分
の
病
院
に

研
究
所
を
併
設
し
た
の
は
小
峯
も
同
様
で
あ
っ
た
。
臨
床
と
研
究
と
を
併
立
さ
せ
て
す
す
め
よ
う
と
い
う
構
え
を
、
二
人
と
も
合
州
国
で
ま

な
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
↓
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事
に
ふ
か
い
理
解
を
し
め
し
た
だ
け
で
な
く
、
患
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て
そ
の
生
活
を
目
で
み
、
患
者
を
と
り
ま
く
も
の
に
は
た
ら
き
か
け

た
。
「
ア
メ
リ
カ
最
初
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
の
じ
ょ
の
仕
事
は
夫
の
精
神
疾
患
観
を
発
展
さ
せ
る
に

も
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
○
七
年
に
マ
イ
ャ
は
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ピ
ア
ス
（
Ｑ
蚤
Ｃ
ａ
印
①
『
ｍ
、
一
八
七
六
’
一
九
四
三
）
に
で
あ
っ
て

い
る
。
み
ず
か
ら
心
を
や
み
精
神
科
病
院
で
つ
ら
い
体
験
を
し
た
ピ
ア
ス
は
、
精
神
科
病
院
改
革
の
運
動
に
と
り
く
ん
だ
。
一
九
○
八
年
に

コ
ネ
テ
イ
カ
ト
州
精
神
衛
生
協
会
を
、
一
九
○
九
年
に
は
全
国
精
神
衛
生
委
員
会
を
組
織
し
、
さ
ら
に
は
一
九
三
○
年
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
第

一
回
国
際
精
神
衛
生
会
議
（
植
松
が
三
宅
と
と
も
に
参
加
し
た
も
の
）
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
ピ
ア
ス
が
目
ざ
し
た
も
の
に
「
精
神
衛
生
運
動

（
ョ
ｇ
旦
耳
四
ｇ
①
日
○
く
①
ョ
①
貝
）
」
の
名
を
つ
け
た
の
は
マ
イ
ャ
で
あ
り
、
ピ
ア
ス
の
運
動
に
は
マ
イ
ヤ
の
お
お
き
な
後
楯
が
あ
っ
た
。
杉
田

が
一
時
つ
い
た
シ
ロ
唱
駕
函
○
ｇ
も
、
こ
の
精
神
衛
生
運
動
に
関
係
し
て
い
た
。

さ
て
、
マ
イ
ャ
の
精
神
医
学
は
常
識
精
神
医
学
（
８
目
白
○
国
め
ｇ
の
①
己
め
〕
呂
胃
昼
）
と
も
称
さ
れ
る
。
今
風
に
い
え
ば
、
心
や
む
人
を
生
物
ｌ

心
理
ｌ
社
会
的
な
存
在
、
社
会
環
境
の
な
か
で
歴
史
を
も
っ
て
い
き
る
心
身
統
一
体
と
し
て
、
ま
た
心
の
病
い
を
そ
う
い
う
人
間
の
つ
ま
ず

き
と
し
て
、
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
れ
の
立
ち
場
を
も
っ
と
も
は
っ
き
り
し
め
す
の
は
、
一
九
一
五
年
の
論
文
で
か
れ
が
つ
か
っ
た

「
精
神
生
物
学
（
罵
旨
冒
亘
○
一
○
喝
）
」
の
語
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
一
部
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
こ
の
語
を
つ
く
っ
た
の
は
か
れ
で
は
な
く
て
、
そ
の

ま
え
に
需
目
胃
冒
、
曽
豐
な
ど
も
つ
か
っ
て
い
た
）
。
精
神
機
能
と
身
体
機
能
と
は
不
可
分
な
統
一
体
を
な
し
て
い
る
と
の
立
ち
場
か
ら
、
精

神
現
象
な
ら
び
に
そ
の
異
常
を
研
究
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
個
体
と
環
境
と
の
関
係
が
中
心
に
お
か
れ
、

環
境
の
な
か
で
の
縦
断
的
成
長
に
注
目
す
る
発
生
ｌ
動
態
的
な
（
ぬ
ｇ
ｇ
ｎ
ｓ
己
四
目
の
）
過
程
が
重
視
さ
れ
、
動
き
の
な
か
の
心
（
自
己
旨

煙
昌
○
コ
）
が
追
究
さ
れ
る
。

精
神
疾
患
に
つ
い
て
マ
イ
ャ
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
が
提
唱
し
た
疾
患
単
位
が
あ
ま
り
に
硬
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
、
反
応
型

（
『
①
“
８
。
ご
‐
ｑ
で
の
）
と
し
て
の
分
類
を
提
案
し
た
。
器
質
性
、
譜
妄
性
、
感
情
性
、
パ
ラ
ノ
ィ
ク
、
代
理
性
（
の
二
房
昌
呂
く
の
、
精
神
神
経
症
に
相

当
）
、
荒
廃
性
（
号
５
号
国
庁
＆
）
の
六
型
で
あ
る
。
ま
た
か
れ
の
実
践
は
、
今
日
の
社
会
精
神
医
学
、
地
域
精
神
医
学
な
ど
よ
ば
れ
る
方
向
に
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（
脂
）

つ
ぎ
に
四
名
の
精
神
病
学
者
が
留
学
し
た
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
（
号
の
雪
風
習
‐
冒
呂
目
の
旦
国
○
一
○
賜
鼬
且
シ
コ
曾
○
］
弓
）
に
つ
き
み
よ
う
。
こ

れ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
解
剖
学
教
授
で
合
州
国
で
最
初
の
解
剖
学
書
《
シ
等
、
扁
日
且
曽
国
８
日
目
ざ
禺
吾
①
こ
の
①
○
厨
冒
号
昌
の
昌

目
①
ａ
ｎ
目
①
〕
ゞ
弓
巨
・
）
畠
巨
）
を
あ
ら
わ
し
た
○
四
呂
関
弓
輿
閏
（
一
七
六
一
’
一
八
一
八
）
を
記
念
し
て
、
一
八
九
二
年
に
発
足
し
た
。
こ
こ

に
は
各
国
の
研
究
者
が
あ
つ
ま
り
、
日
本
か
ら
も
医
師
だ
け
で
な
く
、
生
物
学
者
も
留
学
し
た
。
初
期
の
研
究
者
の
な
か
で
は
畑
井
新
喜
司

（
的
）

（
一
八
七
六
’
一
九
六
一
三
が
有
名
で
あ
る
。
畑
井
は
東
北
学
院
専
門
部
理
科
を
一
八
九
八
年
に
卒
業
し
、
翌
年
合
州
国
に
わ
た
っ
て
動
物
学

お
よ
び
実
験
神
経
学
を
研
究
し
、
一
九
一
○
年
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
の
専
任
講
師
、
一
九
一
四
年
同
助
教
授
、
一
九
二
○
年
に
は
教
授
と
な
っ

た
。
一
九
一
二
年
に
は
帰
国
し
て
、
東
北
帝
国
大
学
理
学
部
に
新
設
の
動
物
生
理
学
講
座
を
担
当
す
る
教
授
と
な
っ
た
。
実
験
神
経
学
の
柘

植
秀
臣
（
一
九
○
五
’
一
九
八
三
）
も
一
九
二
九
’
一
九
三
一
年
と
こ
こ
で
研
究
し
た
。

杉
田
、
小
峯
ほ
か
お
お
く
の
日
本
人
研
究
員
を
指
導
し
た
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
田
の
邑
昌
函
の
号
①
耳
冒
目
房
○
コ
）
に
つ
い
て
は
、
杉
田
の
項
で

の
べ
た
よ
う
に
、
か
れ
が
評
伝
を
か
い
て
い
る
（
「
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
〔
東
西
医
界
先
哲
評
伝
〕
」
、
医
事
公
論
、
第
一
四
一
五
号
、
一
九
三
九
年
）
。
ド

ナ
ル
ド
ソ
ン
は
一
八
五
七
年
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
州
に
う
ま
れ
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
、
’
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
・
カ
レ
ジ
・
オ
ブ
・
フ
イ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
．
ア

ン
ド
・
サ
ー
ジ
ャ
ン
ズ
な
ど
で
ま
な
び
、
一
八
八
六
’
一
八
八
七
年
と
ツ
ュ
ー
リ
ヒ
の
モ
ナ
コ
フ
（
９
弓
の
国
目
。
ぐ
目
冨
○
一
旦
８
く
）
の
も
と

マ
ィ
ャ
の
精
神
病
学
は
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
動
態
精
神
医
学
（
身
目
目
の
ロ
望
呂
目
ご
）
の
基
礎
を
つ
く
り
、
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析

理
論
を
う
け
い
れ
る
道
を
ひ
ら
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
マ
イ
ヤ
の
常
識
は
フ
ロ
イ
ト
の
無
意
識
重
視
に
批
判
的
だ
っ
た
。
か
れ
の
の
ち
の

一
時
期
あ
ま
り
に
分
析
的
に
か
た
む
い
た
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
に
は
、
マ
イ
ヤ
は
、
そ
れ
は
自
分
の
考
え
方
と
は
ち
が
う
と
、
そ
の
行
き
過

ぎ
を
た
し
な
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
マ
イ
ャ
学
説
に
て
ら
し
て
み
る
と
、
帰
国
後
初
期
の
松
原
の
臨
床
研
究
が
マ
イ
ャ
の
影
響
を
お

お
き
く
う
け
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
こ
の
点
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
）
。

（
ｒ
）

お
お
き
く
ふ
み
だ
し
て
い
た
。

３
．
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
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日
本
人
留
学
生
に
関
係
し
た
人
と
し
て
マ
イ
ャ
に
つ
い
て
や
や
く
わ
し
く
紹
介
し
、
ま
た
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
に
も
す
こ
し
ふ
れ
た
。
明
治
初

期
ま
で
の
外
国
人
医
学
者
と
し
て
、
日
本
に
渡
来
し
た
人
、
ま
た
そ
の
著
書
が
は
い
っ
て
き
た
人
が
重
視
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
外
国
の
医
学
者
と
な
る
と
、
世
界
医
学
史
の
観
点
だ
け
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
か
か
れ

る
外
国
の
医
学
者
の
伝
記
を
よ
む
と
、
日
本
人
の
留
学
生
を
そ
だ
て
た
人
で
も
そ
の
点
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
外
国

人
が
か
い
た
も
の
の
焼
き
直
し
と
お
も
わ
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。
日
本
の
医
学
史
は
日
本
独
自
の
視
点
を
も
っ
と
う
ち
だ
し
て
よ
い
の
で

な
い
か
。
と
く
に
、
日
本
人
の
留
学
生
を
お
お
く
そ
だ
て
た
人
に
も
っ
と
注
目
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
い
。
精
神
科
で
そ
う
い
う
人
と
し

て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ベ
ル
シ
タ
イ
ネ
ル
田
①
旨
『
一
目
○
房
３
５
ヨ
の
Ｈ
、
一
八
四
七
’
一
九
二
二
）
、
ス
イ
ス
の
モ
ナ
コ
フ
（
一
八
五
三
’
一
九
三

○
）
、
そ
し
て
合
州
国
の
マ
イ
ヤ
が
あ
る
。
と
く
に
マ
イ
ャ
は
、
お
お
く
の
日
本
人
の
精
神
病
学
者
を
そ
だ
て
た
だ
け
で
な
く
、
合
州
国
の
動

態
精
神
医
学
の
礎
石
を
お
い
た
と
い
う
点
で
も
、
二
重
に
重
要
な
人
で
あ
る
。

留
学
に
関
係
し
て
は
、
石
田
の
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
戦
後
と
く
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
留
学
生
の
精
神
疾
患
の
問
題
が
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
問
題
の
歴
史
的
展
望
を
い
つ
か
こ
こ
ろ
み
た
い
。

こ
れ
ら
先
人
の
合
州
国
留
学
は
日
本
の
精
神
病
学
に
な
に
を
も
た
ら
し
た
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
章
の
は
じ
め
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

戦
前
に
そ
れ
は
お
お
き
く
は
そ
だ
た
な
か
っ
た
が
、
戦
後
に
静
的
で
宿
命
論
的
な
ド
イ
ツ
精
神
病
学
の
影
響
を
修
正
す
る
動
態
精
神
医
学
の

方
向
と
し
て
お
お
き
く
花
ひ
ら
い
た
。
そ
し
て
松
原
を
は
じ
め
と
す
る
先
人
は
そ
の
た
め
の
土
壌
を
と
と
の
え
た
。
こ
の
戦
前
と
戦
後
と
を

で
神
経
学
を
ま
な
ん
だ
。
そ
し
て
シ
カ
ゴ
大
学
で
生
物
学
的
神
経
学
の
講
座
を
開
設
す
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
教
授
と
し
て
ま
ね
か
れ
た
。
一

九
○
七
年
か
ら
は
ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
に
安
住
の
研
究
室
を
え
て
い
た
。
『
比
較
神
経
学
誌
」
で
は
マ
イ
ャ
と
と
も
に
編
集
者
で
あ
っ
た
。
一
九

三
七
年
死
去
。
わ
た
し
た
ち
が
ウ
ィ
ス
タ
の
名
で
し
る
の
は
、
ウ
ィ
ス
タ
・
ラ
ト
（
ウ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ビ
ノ
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ド
ナ
ル
ド

（
帥
）

ソ
ン
が
所
長
グ
リ
ー
ン
マ
ン
（
言
－
８
口
］
．
⑦
『
①
①
二
目
幽
巨
）
と
と
も
に
そ
だ
て
て
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

〃
寺
。
蛙
帽
至
覗
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つ
な
ぐ
人
と
し
て
、
と
く
に
村
松
が
い
た
。
こ
れ
が
こ
の
論
文
の
結
論
と
な
ろ
う
。

こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
金
沢
で
松
原
三
郎
に
つ
い
て
報
告
し
て
ほ
し
い
と
の
寺
畑
喜
朔
先
生
の
ご
要
望
に
こ
た
え
る
つ
も
り
で
、
一
九
九
三
年
五

月
一
六
日
に
金
沢
に
お
け
る
第
九
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
寺
畑
会
長
）
で
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
き
っ
か
け
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
る
と
と
も

に
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
寺
畑
喜
朔
、
資
料
探
索
に
ご
助
力
く
だ
さ
っ
た
清
原
喜
美
子
（
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
）
、
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ

っ
た
小
峯
和
茂
、
松
原
三
郎
の
諸
氏
に
、
ま
た
松
原
家
墓
所
に
ご
案
内
く
だ
さ
っ
た
松
原
病
院
職
員
の
方
に
、
心
か
ら
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
る
。

へ
４
）

（
３
）

へへ

l注
O

ム
ー…

「
合
州
国
」
と
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
《
《
号
①
ご
国
詳
＆
牌
曾
研
》
》
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
精
神
科
医
が
か
い
た
伝
記
を
お
お
く
利
用
し
た
が
、
対
象
と
な
る
人
の
生
涯
の
基
本
的
事
項
、
た
と
え
ば
生
没
の
月
日
、
主
要

職
歴
な
ど
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
が
お
お
い
こ
と
に
、
お
ど
ろ
い
た
。

『
悌
」
は
一
九
三
七
年
に
発
刊
を
予
定
さ
れ
て
い
た
の
が
中
止
さ
れ
、
一
九
七
七
年
に
松
原
病
院
創
立
五
○
周
年
記
念
と
し
て
、
当
初
の
「
悌

集
」
に
、
青
年
期
の
遺
槁
（
合
州
国
留
学
初
期
の
記
録
「
回
顧
録
」
を
ふ
く
む
）
を
あ
わ
せ
て
発
刊
さ
れ
た
。

『
神
経
学
雑
誌
」
に
の
っ
た
松
原
の
通
信
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
、
Ｉ
①
第
三
巻
（
第
七
号
）
、
三
四
○
ペ
イ
ジ
（
六
月
二
六
日
づ
け
）
、
一
九

○
四
年
一
○
月
二
五
日
発
行
（
あ
と
「
発
行
」
は
略
す
、
②
第
四
巻
（
第
八
号
）
、
三
六
○
’
三
六
四
ペ
イ
ジ
（
教
室
あ
て
）
、
一
九
○
五
年
一

一
月
五
日
、
③
第
四
巻
（
第
一
○
号
）
、
五
三
四
ペ
イ
ジ
（
「
紐
育
府
精
神
病
院
概
況
通
信
」
）
、
一
九
○
六
年
一
月
五
日
、
④
第
五
巻
（
第
三
号
）
、

一
五
四
’
一
六
二
ペ
イ
ジ
（
「
米
国
通
信
」
、
二
月
二
三
日
づ
け
）
、
一
九
○
六
年
六
月
五
日
、
⑤
第
五
巻
（
第
八
号
）
、
四
一
七
ペ
イ
ジ
、
一
九

○
七
年
一
月
五
Ⅲ
、
⑥
第
六
巻
（
第
八
号
）
、
四
九
六
’
四
九
八
ペ
イ
ジ
、
一
九
○
七
年
二
月
五
日
、
⑦
第
六
巻
（
第
九
号
）
、
五
五
五
’
五

六
○
ペ
イ
ジ
、
一
九
○
七
年
一
二
月
五
日
、
⑧
第
七
巻
（
第
七
号
）
、
三
三
○
’
三
三
三
ペ
イ
ジ
（
三
宅
鍍
一
あ
て
「
米
国
通
信
」
）
、
一
九
○
八

年
一
○
月
五
日
、
⑨
第
七
巻
（
第
一
○
号
）
、
六
○
九
’
六
一
○
ペ
イ
ジ
（
三
浦
謹
之
助
、
呉
秀
三
あ
て
）
、
一
九
○
九
年
一
月
五
日
、
⑩
第
七

巻
（
第
一
二
号
）
、
七
三
七
’
七
三
八
ペ
イ
ジ
（
一
○
月
七
日
’
一
○
月
一
○
日
づ
け
計
五
通
分
）
、
一
九
○
九
年
三
月
五
日
、
⑪
第
八
巻
（
第
一

号
）
、
四
五
’
四
八
ペ
イ
ジ
二
○
月
一
二
日
’
一
○
月
二
六
日
づ
け
計
八
通
分
、
い
く
つ
か
は
お
そ
ら
く
三
浦
・
呉
あ
て
）
、
一
九
○
九
年

四
月
五
日
、
⑫
第
八
巻
（
第
二
号
）
、
九
○
’
九
三
ペ
イ
ジ
（
一
○
月
二
七
日
’
二
月
三
日
づ
け
計
九
通
分
）
、
一
九
○
七
年
五
月
五
日
、
⑬

4，八
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第
八
巻
（
第
三
号
）
、
一
三
二
’
一
三
四
ペ
イ
ジ
（
二
月
三
日
’
一
二
月
一
二
日
づ
け
計
七
通
分
）
、
一
九
○
九
年
六
月
五
日
。

（
５
）
『
十
全
会
雑
誌
」
に
の
っ
て
い
る
松
原
の
合
州
国
か
ら
の
通
信
は
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
、
１
１
①
第
三
六
号
、
八
三
’
八
五
ペ
イ
ジ
（
母
あ
て

一
九
○
三
年
一
二
月
五
日
’
一
九
○
四
年
三
月
二
○
日
づ
け
一
○
○
通
あ
ま
り
か
ら
の
抜
き
書
き
）
、
一
九
○
五
年
一
月
一
日
、
②
第
四
二
号
、

八
九
’
九
○
ペ
イ
ジ
（
正
月
お
よ
び
五
月
一
五
川
づ
け
、
八
田
あ
て
二
通
）
、
一
九
○
六
年
一
○
月
一
九
日
、
③
第
四
三
号
、
八
三
ペ
イ
ジ
（
一

一
月
六
日
づ
け
八
田
あ
て
）
、
一
九
○
六
年
一
二
月
二
八
日
、
④
第
四
八
号
、
八
一
’
九
六
ペ
イ
ジ
（
一
九
○
七
年
七
月
二
日
ｌ
同
八
月
一

八
日
づ
け
八
田
あ
て
計
二
二
通
、
し
ば
し
ば
連
日
だ
し
て
い
る
）
、
一
九
○
七
年
二
月
一
六
日
、
⑤
第
四
九
号
、
八
九
’
九
三
ペ
イ
ジ
（
一

九
○
七
年
九
月
八
日
づ
け
八
田
あ
て
）
、
一
九
○
八
年
一
月
三
一
日
、
⑥
第
五
○
号
、
九
○
’
九
六
ペ
イ
ジ
（
八
田
あ
て
）
、
一
九
○
八
年
六

月
、
⑦
第
五
三
号
、
二
九
’
三
六
ペ
イ
ジ
二
九
○
八
年
一
○
月
七
日
発
八
田
あ
て
「
帰
国
略
記
」
）
、
一
九
○
九
年
三
月
三
○
日
。
な
お
、

第
二
九
号
、
三
三
’
三
七
ペ
イ
ジ
（
一
九
○
三
年
一
○
月
一
七
口
）
に
の
っ
て
い
る
一
九
○
三
年
九
月
二
三
日
発
十
全
会
あ
て
通
信
が
、
留

学
に
あ
た
っ
て
の
当
初
計
画
を
く
わ
し
く
の
べ
て
い
る
。

（
６
）
坂
東
三
範
は
一
八
九
五
年
一
二
月
一
五
日
に
う
ま
れ
、
一
九
一
七
年
五
月
一
七
日
に
金
沢
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
。
生
理
学
教
室
に
は
い
っ

て
一
九
一
九
年
二
月
助
教
授
。
一
九
二
三
年
四
月
金
沢
医
科
大
学
附
属
医
学
専
門
部
助
教
授
、
一
九
二
四
年
一
○
月
金
沢
医
科
大
学
助
教

授
。
一
九
二
八
年
一
二
月
助
教
授
を
辞
職
し
て
内
科
教
室
に
つ
と
め
、
一
九
二
九
年
か
ら
開
業
。
一
九
三
八
年
ご
ろ
死
去
（
主
と
し
て
履
歴

（
７
）
息
松
原
太
郎
氏
は
一
九
四
六
年
五
月
二
日
こ
の
本
を
い
る
や
書
店
で
み
つ
け
た
と
き
の
こ
と
を
、
「
店
頭
デ
本
書
ヲ
見
附
ケ
タ
ト
キ
私
ハ
急

ニ
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
卜
廻
リ
ヲ
見
タ
上
デ
モ
ウ
一
度
シ
ッ
カ
リ
背
文
字
ヲ
読
ミ
オ
ズ
オ
ズ
ト
手
ヲ
ノ
バ
シ
テ
本
ヲ
取
ツ
タ
ガ
ャ
ガ
テ
盗
ミ
デ
モ

シ
タ
カ
ノ
ョ
ウ
ニ
読
上
カ
ー
ド
ダ
ケ
ヲ
店
主
二
示
シ
テ
抱
キ
シ
メ
ル
ョ
ウ
ニ
シ
テ
本
屋
ヲ
出
タ
ノ
デ
ア
ル
」
と
か
き
、
坂
東
が
こ
れ
を
製
本

し
て
の
こ
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
し
る
し
て
い
る
。
本
書
は
現
在
金
沢
大
学
医
学
図
言
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
松
原
が
「
特
異
的
神
経
毒
素
」
を
研
究
し
て
い
た
と
の
マ
イ
ヤ
の
言
（
「
悌
」
）
か
ら
す
る
と
、
松
原
は
早
発
性
厩
呆
の
原
因
と
し
て
内
分
泌
異

常
や
自
家
中
毒
に
つ
き
研
究
し
て
、
否
定
的
結
論
に
達
し
て
い
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。

（
９
）
芦
原
金
次
郎
（
姓
は
一
般
に
「
蘆
原
」
あ
る
い
は
「
葦
原
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
戸
籍
は
「
芦
原
」
で
あ
る
）
の
病
名
に
つ
い
て
は
、

慢
性
躁
病
説
、
分
裂
病
説
（
早
発
性
癖
呆
、
妄
想
性
癖
呆
、
パ
ラ
フ
レ
ニ
）
と
あ
り
、
結
着
し
て
い
な
い
。
沈
静
し
て
も
誇
大
妄
想
の
中
心

授
。
一
九
一

聿
日
に
よ
る
）
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（
Ｍ
）
同
右
、
一
○
’
二
ペ
イ
ジ
、
一
九
九
三
年
。

（
略
）
な
お
、
塩
入
円
祐
「
恩
師
植
松
七
九
郎
先
生
を
想
う
」
「
東
京
精
神
病
院
協
会
三
十
年
史
」
二
六
○
’
二
八
一
ペ
イ
ジ
、
牧
野
出
版
・
東
京
、

一
九
八
○
年
、
は
植
松
の
人
柄
を
こ
ま
か
く
え
が
き
だ
し
て
い
る
。

（
随
）
金
子
進
二
は
一
八
九
○
年
一
月
二
一
日
岐
阜
県
に
う
ま
れ
、
第
四
高
等
学
校
を
へ
て
一
九
一
七
年
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
翌
年
は

（
吃
）
「
神
経
学
雑
誌
』
に
の
っ
て
い
る
杉
田
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
お
よ
び
合
州
国
か
ら
の
通
信
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
、
ｌ
①
第
一
三
巻
（
第
二
号
）
、

一
○
九
’
二
四
ペ
イ
ジ
（
呉
・
三
宅
・
医
局
あ
て
、
一
九
一
三
年
一
二
月
三
○
日
づ
け
、
ベ
ル
リ
ン
）
、
一
九
一
四
年
二
月
五
日
発
行
、
②

第
一
三
巻
（
第
一
○
号
）
、
四
五
○
ペ
イ
ジ
（
呉
・
三
宅
あ
て
八
月
一
四
日
づ
け
、
ロ
ン
ド
ン
）
、
一
九
一
四
年
一
○
月
五
日
、
③
第
一
四
巻
（
第

七
号
）
、
二
八
九
’
二
九
○
ペ
イ
ジ
（
呉
・
三
宅
・
医
局
あ
て
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
）
、
一
九
一
五
年
七
月
五
日
、
④
第
一
四
巻
（
第
八
号
）
、
三

三
二
’
三
三
三
ペ
イ
ジ
（
三
宅
あ
て
）
、
一
九
一
五
年
八
月
五
Ⅱ
、
⑤
第
一
六
巻
（
第
六
号
）
、
四
一
四
’
四
一
五
ペ
イ
ジ
、
一
九
一
七
年
六
月

五
日
、
⑥
第
一
六
巻
（
第
二
号
）
、
七
五
四
’
七
五
五
ペ
イ
ジ
（
「
費
府
通
信
」
）
、
一
九
一
七
年
二
月
五
日
。

（
昭
）
懸
田
克
躬
先
生
に
う
か
が
う
『
流
れ
流
さ
れ
大
学
生
活
五
十
年
」
。
「
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
、
第
二
九
号
別
冊
、
四
ぺ

（
Ⅲ
）
こ
こ
で
「
早
発
擬
病
」
と
松
原
が
よ
ん
だ
の
は
、
早
発
性
癬
呆
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
岡
川
靖
雄
編
『
精
神
医
療
精
神
病
は
な
お
せ
る
」
（
勁
草
書
房
・
東
京
、
一
九
六
四
年
）
で
わ
た
し
は
治
癒
概
念
に
つ
き
検
討
し
た
。
分
裂

病
は
よ
く
な
っ
て
も
性
格
変
化
が
の
こ
る
か
ら
、
分
裂
病
に
治
癒
は
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
の
が
当
時
の
通
説
で
あ
っ
た
。
身
体
疾
患
で
も

免
疫
面
、
疵
痕
、
心
理
的
記
憶
を
み
れ
ば
、
治
癒
と
は
完
全
な
旧
状
復
帰
で
は
あ
り
え
な
い
。
治
癒
は
臨
床
的
・
社
会
的
概
念
で
あ
っ
て
、

分
裂
病
で
も
臨
床
的
治
癒
、
社
会
的
治
癒
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
論
を
先
進
的
な
も
の
と
わ
た
し
は
自
負
し
て
い
た
が
、
す
で
に
松
原
が
同

様
の
説
を
の
べ
て
い
た
こ
と
に
は
脱
帽
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
松
原
の
こ
の
い
わ
ば
常
識
的
な
説
は
、
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
ず
に
き

イ
ジ
、
一
九
九
三
年
。

は
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
そ
の

み
て
い
た
）
。
そ
こ
で
わ
だ

九
ペ
イ
ジ
、
一
九
八
九
年
）

た
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
内
容
は
し
ば
し
ば
荒
唐
無
稽
で
、
ま
た
生
活
態
度
の
乱
れ
が
目
だ
っ
て
い
た
（
か
れ
を
し
る
看
護
人
は
分
裂
病
と

そ
こ
で
わ
た
し
は
分
裂
病
だ
っ
た
と
み
て
い
る
（
岡
田
靖
雄
「
将
軍
・
芦
原
金
次
郎
伝
」
『
図
書
』
第
四
八
○
号
、
二
四
’
二
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じ
め
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
、
の
ち
東
京
府
立
松
沢
病
院
医
長
。
一
九
一
二
年
大
阪
府
立
修
徳
館
館
医
。
一
九
二
三
年
東
京
警
視
庁
衛
生
部

技
師
（
↓
東
京
都
技
師
）
と
な
っ
て
精
神
科
関
係
の
行
政
を
担
当
。
一
九
二
六
’
一
九
四
九
年
と
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
講
師
、
一
九
三
一

’
一
九
五
○
年
と
昭
和
医
学
専
門
学
校
・
昭
和
医
科
大
学
教
授
。
東
京
都
技
師
は
一
九
四
八
年
に
退
職
。
一
九
五
四
’
一
九
六
二
年
と
日
本

精
神
病
院
協
会
理
事
長
。
断
種
法
に
た
い
し
て
金
子
は
も
っ
と
も
は
げ
し
く
執
勘
に
反
対
意
見
を
表
明
し
た
。
金
子
は
ま
た
精
神
医
学
史
に

つ
い
て
お
お
く
の
著
を
あ
ら
わ
し
た
。
一
九
七
九
年
八
月
七
日
死
去
、
八
九
歳
。
気
骨
の
人
で
あ
っ
た
。

（
Ⅳ
）
日
本
で
マ
イ
ャ
の
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
は
お
お
く
な
い
。
わ
た
し
が
し
る
範
囲
で
そ
れ
を
あ
げ
る
と
、
丸
井
清
泰
『
精
神
病
学
」
（
金

原
書
店
・
東
京
、
一
九
三
六
年
）
、
内
村
祐
之
「
オ
イ
ゲ
ン
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ャ
ー
の
対
照
」
（
内
村
祐
之
『
精
神
医
学
の

基
本
問
題
」
、
一
五
九
’
一
七
八
ペ
イ
ジ
、
医
学
言
院
、
東
京
、
一
九
七
二
年
）
、
西
丸
四
方
・
大
原
貢
訳
「
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ャ
ー
の
早
発

性
痴
呆
の
力
動
的
解
釈
」
（
「
精
神
医
学
」
第
一
六
巻
第
一
○
号
、
一
九
七
四
年
）
、
近
藤
喬
一
「
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ャ
ー
ｌ
そ
の
生
涯
と
学

説
」
（
荻
野
恒
一
・
相
場
均
編
「
現
代
精
神
病
理
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
、
七
五
’
九
六
ペ
イ
ジ
、
ペ
リ
カ
ン
社
、
東
京
、
一
九
七
九
年
）
が
あ

る
。
な
お
、
野
村
章
恒
訳
「
ア
ド
ル
フ
・
マ
イ
ャ
ー
氏
Ｉ
早
発
性
瘻
呆
の
概
念
の
発
達
に
就
き
て
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
三
二
巻
第
二
号
、

一
九
三
○
年
）
で
マ
イ
ャ
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
早
発
性
擬
呆
概
念
ま
で
の
歴
史
を
の
べ
て
い
て
、
マ
イ
ャ
独
自
の
考
え
方
は
そ
こ
に
は
ま
だ

へへへ

201918
…ー

グ
リ
‐

あ
る
。

ウ
ィ
ス
タ
研
究
所
に
関
し
て
は
、
と
く
に
小
峯
和
茂
氏
よ
り
い
ろ
い
ろ
と
資
料
を
い
た
だ
い
た
。

畑
井
新
喜
司
に
つ
い
て
は
荒
俣
宏
「
大
東
亜
科
学
綺
謹
』
（
筑
摩
書
房
・
東
京
、
一
九
九
一
年
）
に
く
わ
し
い
。

呉
秀
三
の
外
遊
署
名
帳
（
医
学
文
化
館
に
呉
家
か
ら
寄
託
さ
れ
て
い
る
）
に
は
、
一
九
二
○
年
一
○
月
二
一
日
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
マ
ン
の
署
名
が
あ
る
。
呉
が
同
年
七
月
の
パ
リ
に
お
け
る
万
国
神
経
病
学
会
に
出
席
し
、
帰
路
合
州
国
に
よ
っ
た
と
き
の
も
の
で

う
ち
だ
さ
れ
て
い
な
い
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）
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『
ぬ
寺

JapanesePsychiatristsWhoStudiedintheUnitedStatesinPre-warYears

bvYasuoOKADA

Inpre-waryears,themainstreamofJapanesepsychiatrybelongedtotheGermanschool,andmany

eminentpsychiatristsstudiedinGermany.

Asfaraslcouldconfirm,elevenJapanesepsychiatristsstudiedintheUnitedStatesinpre-waryears.

ThefirstonewasSaburoMatsubara(1877-1936),whostudiedunderAdolfMeyerduringtheyearsl903

-1908.NinepsychiatristsstudiedintheUnitedStatesduringtheyearsofWorldWarlorjustafterit.

FiveofthemstudiedunderMeyer,andfourothersattheWistarlnstituteofBiologyandAnatomy.The

lastone,TsuneoMuramatsu(1900-1981),studiedatHarvardUniversityduringtheyearsl933-1935.

Inpre-waryears,theseedssownbythemopenedintoverysmallflowers.Butinpost-waryears,the

seedsboregoodfruitintheformoftheintroductionofdynamicconceptsintoJapanesepsychiatry.

（
ぬ
銅
）


